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昭
和
廿
九
年 、
国
語
学
会
は
創
立
十
周
年
を
迎
え
た 。
十
年
前 、
そ
れ
ま

で
日
本
に
お
け
る
方
言
研
究
の
中
枢
と
なワ
て
来
た
日
本
方
言
学
会
が
発
展

的
解
消
を
と
げ
て
か
ら 、

後
を
承
け
て
方
言
研
究
の
振
興
を
は
か
P 、

研
究

成
果
の
発
表
機
関
と
なっ
て
来
た
国
語
学
会
の
歩み
を
思
う
な
ら
ば 、
戦

後 、
い
ち
じ
る
し
い
発
展
のう
ち
に
十
年
間
を
歩
ん
で
来
た
方
言
学
に
とワ

て 、
と
の
年
は 、
ま
こ
と
に
記
念
すべ
き
年で
あっ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 。

か
もこ
の
年 、
方
言
学
界
の
元
老 、
東
条
操
教
授は
古
稀
を
迎
え

ら
れ
た 。
暮
も
せ
まっ
た一
日 、

神
田
如
水
会
館に
催
さ
れ
た
祝

賀
の
集い
は 、
出
席
者
百
人
を
数
え
て 、
斯
山{干
の
指
導
者
と
し
て
の
教
授
の

功
績
を
た
た
え 、
長
寿
を
希う
と
と
も
に、
方
言
学
の
前
途
を
祝
福
す
る
の

気
に
み
ち
み
ち
た 。

し
か
も 、
ζ
の
年
に、
学
界
に
とっ
て
記
念
すべ
き
二
つ
の
大
著が
世
に

送
ら

れ
た
こ
と
は 、
東
条
教
授
の
古
稀
を
飾
る
に
こ
よ
な
く

ふ
さ
わ
し
かっ

た 。
廿
九
年
の
学
界
の
初
頭
を
か
ぎっ
た
「日
本
方
言
学」
は 、
編
者
東
条

教
授
の
序
説
執
筆
を
中
心
に、
金
田一
春
彦・
藤
原
与一
・

林
大・
柴
田
武

の
諸
氏
が 、
音
韻・
文
法・
語
実・
調
査
法
の
記
述
に、
各h 、
そ
の
造
詣

と
個
性
と
を
生
か
し
て 、
過
去
五
十
年 、
東
条
教
授
と
と
も
に
歩
ん
で
来
た

あ

た

日
本
の
方
言
学に、
壮
麗
な
結
実を
も
た
らし
た
も
の。
ま
ζ
と
に、
日
本

方
言
学
の
真
菌
目
を
示
す
金
字
塔
と
の
評に
ふ
さ
わ
し
い 。
行き
と
ど
い
た

諾
索
引
(
都
竹
通
年
雄
氏
作
製)
を
添
え
た
こ
と
も 、
更
に
こ
の
企
画
を
完

墜
の
も
の
と
す
る
に
あ
ず
かワ
た 。

方
言
学
界が
廿
九
月
度
の
歩み
を
終
え
よ
う
と
す
る
頃 、
教
授
古
稀
の
祝

か
ら
ほ
ど
な
く

上
梓
さ
れ
た
東
条
教
授
の
「標
準
語
引・
分
類
方一言
辞
典」

は 、
先
年
刊
行
の
「会
国
方
言
辞
典」
と

表
裏
相
補
い 、
一
体
と
な
るべ
き

も
の
で 、
こ
れ
ま
た
学
界が
久し
〈

待
望し
た
と
と
ろ
で
あっ
た 。
更に、

「全
国
方
言
辞
典
補
遺
篇」
を
併
載 、
巻
頭
に
は
平
山
輝
男
氏
作
製
の
「全

日
本ア
ク
セ
y
ト

分
布
図」 、
巻
末
に
は
「方
言
集
書
目
抄」・
「
標
準
語
に

よ
る
五
十
音
金
索
引」
を
添
え
る
と
い
う 、
至
れ
り
つ
く

せ
P
の
内
容
で
あ

る。
わ
れ
わ
れ
が
と
の
辞
曲円か
ら
多
大
の
恵み
を
受
け
る
に
当つ
て
は 、
ζ

の
辞
典
最
大
の
協
力
者
大
岩
正
仲
氏
の
功
も
ま
た
銘
記さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ph、。
，，一
しu・ζ

と
数
年
の
問 、
東
条
教
授
の
数
十
年と
の
か
た
の
大
業
が
次々
と
完
成

を
見
る
の
は 、
と
の
道に
つ
ら
な
る
研
究
者一
一同
の
よ
ろ
と
び
に
た
え
な
い

と
こ
ろ 。
ζ
の
二
つ
の
意
義
あ
る
出
版
は 、
学
界
に
とっ
て
記
念
すべ
き
と

の
年
を 、
一
層
意
義深
い
も
の
と
し
た
ので
あっ
た 。
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以
下 、
斯
学
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
の
動
き
に
ふ
れ
る
順
序
で
あ
る
が 、
ま

ず

の
展
望か
ら
は
じ
め
よ
う 。
あ
ら
か
じ
め
お
断
P

すべ
き
は 、
原

則
と
し
て
は
活
字
と
なワ
た
業
績に
限
定
し 、
口
頭
に
よ
る
研
究

発
表
を
割
愛さ
せ
て
い
た
だ
く
ζ
主
で
あ
る。
ま
た 、
管
見 、
重
大
な
粗
漏・

地

方



• 

誤
謬が
あ
る
と
き
は
慎
し
ん
で
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

北
か
ら

順
に、
津
軽
で
は 、
弘
前
大
学
の
此
島正
年
氏
が 、
国
語
史
研
究

と
並
行
し
て 、
鋭い
観
察
と

穏
健
な
筆で
方一言
研
究
を
進
め
て
お
ら

れ
る

が 、
廿
九
年に
は 、
「
青
森
方
言
の
敬
語
法」
ハ
弘
前
大
学
「人
文
社
会」
第

五
号〉
を
も
の
さ
れ
た 。
弘
前
に
は 、
日
野
資
純
氏
も
赴
任
さ
れ 、
此
島
氏

と
た
ず
さ
えで
の
研
究
は 、
や
が
て 、
青
森
県
方
言
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
で
あ
ろ
う 。
氏
の
「方
言
に
お
け
る
文
法
研
究
の
問
題
点」
(
国
語
と

国

文
学、
五
月
号)
は 、
新
し
い
方
法
の
展
開
を
求
め
ら

れ
て
い
る
方
言
文
法

の
記
述
に
つ
い
て 、
氏
の
抱〈
体
系
を
示
し
た
も
の
で
あっ
た 。
な
お 、
弘

前
で
は 、
松
木
朗
氏
「弘
前
語
象」
の
刊
行が
あワ
た
と
聞
く 。

岩
手
県
で
は 、
多
年コ
ツ
コ
ツ
と
研
銭
を
重
ね
ら
れ
た
小
松
代
敵一
氏
の

仕
事
が 、
よ
う
や
く

実
を
結
び
は
じ
め
た 。
単
行
本
「平
泉
方
言
の
研
究」

は 、
氏
の
「岩
手
方
言
研
究」
第一
冊
と
し
て
世に
送
ら

れ
た
も
の。
綿
密

な
調
査
と
記
述
に
よっ
て 、
類
書
の
ほ
とん
ど
な
かっ
た
岩
手
県
の
方
言
研

究
に、
間関
る
い
灯
を
と
も
し
た 。
続
刊
が
待
望さ
れ
る。

南
奥
羽
で
は 、
山
形
大
学
の
浅
野
健
二
氏
が 、
「仙
台
僅
言
考ハ
下)」

(
文
芸
研
究 、
日
号)
を
執
筆さ
れ
た 。

ちょ
ワ
左
飛
ん
で
群
馬
県へ
移
る
と 、
池
上
ニ
良
氏
が
中
心
と
なワ
て 、

雑
誌
「
国
語
研
究」
が
出
さ
れ
た 。
さ
さ
宇
か
な
体
裁
な
が
ら 、
そ
の
創
刊

号
は 、
東
条
教
授
の
寄
稿
を
は
じ
め 、
充
実し
た
内
容
を一示
す 。
群
馬
か
ら

東
京へ
移
ら
れ
た
中
沢
政
雄
氏
も
稿
を
寄せ
て 、
長
年
研
究
の一
部で
あ
る

「群
馬
方
言
の
終
助
飼
と
そ
の
分
布」
を
も
の
さ
れ
た 。
井口
実
氏
は
「群

馬
県
碓
氷
郡
方
言
の
助
動
詞」
を
執
筆 、
主
宰
者
池
上
氏は 、
氏
の
出
身

地 、
お
隣
の
信
州へ
自
を
向
け
て
「長
野
県
方
言
の
ガ
行四
殊
活
用
動
詞
の

音
便
形に
つ
い
て
」の
精
鍬
な
論
考
を一示
さ

れ
た 。

昭和二十九年に於け る 国語学界の展望

長
野
県
の
方
言
学
雰
も

活
溌に
動い
て
い
る。
さ
き
に
東
西
方
言
境
界
線

に
関
す
る
調
査
を
公
け
に
さ
れ
た
牛
山
初
男
氏
が 、
「中
部
日
本に
お
け
る

サ
行
四
段
動
詞
の
イ
音
便
形
の
分
布」
(
信
濃 、
七
月号〉
を
意固
か
れ
た
の

は 、
諸
に
よ
っ
て 、
ま
た
地
域に
よっ
て 、
複
雑
な
出
入
り
を一示
す
形だ
け

に
あ
P
が
たい 。
同
氏
の
「推
量
助
動
飼
ず
ら・
ら

等
の
分
布」
(問 、
六

月
号〉
も

興
味
深い
問
題で 、
浅
川
清
栄
氏
「お
手
玉
の
方
言」
ハ
問 、
七

月
号)
は 、
県
下
の
分
布
を
手
ぴ
ろ
〈

採っ
た 。

山
梨
県で
は J
巨
摩
高
校
社
会
科
研
究
会
「
奈
良
岡
の
共
同
調
査
報
告」

(
「山
梨
教
育
月
報」
=一
月
号 、
四
月号)
が
出て 、
中
に 、
今
井
文
匡
氏

の
「言
語
の
特殊
性」
が
あ
p 、
か
ね
て
注
目
さ
れ
て
い
た
と
の
方
言
の一

斑
を
伝
え
た 。

裏
目
本へ
銭
け
て
越
後へ
出
る
と 、
叙
持
隼一
郎
氏
が 、
変
ら
ぬ
精
進
ぶ

P
で 、
一
捕
を
「
佐
渡
の
音
調」
(
佐
渡 、
八
月
号〉
に
示
さ
れ
た 。
雑
誌

「
佐
渡」
八
月
号
の
「
佐
渡
方
言」
特
集
は
注
目
さ
れ
る。
東
条
操・
新
村

出
荷
元
老
を
は
じ
め
と
し
て 、
地
元・
中
央
併せ
て
十
余
氏
の
執
筆か
ら
成

る。
山
本
修
之
助
氏
「
佐
渡
方
言
の
分
布」
は
級
観に
便
利 。

福
井
の
佐
藤
茂
氏
の、
年
来
の
調
査
成
果
も 、

次
第
に
活
字
化さ
れ
て
い

る
が 、
と
の
年
は
「
福
井
県
の
言
語
調
査
ω

l敬
語に
つ
い
て」
(
福
井
大

学
学
芸
学
部
紀
姿 、
第三
号〉
が
あワ
た 。

東
海
地
方
も
多
士
済h
の
活
躍
ぶ
P

で 、
数
年
後
の
隆
昌は
期
待すべ
き

も
の
が
あ
る
が 、
な
お
各
氏
と
も
満
を
持
し
て
放
た
れ
な
い
の
か 、
山
田
達

也
氏「ア
ク
セ
ン
ト

型
の
決
定
ll

(尾
強
方
言)

||」
(
名
大
言
語
学
談

話
会
会
報 、
第
二
号〉
が
あっ
た
ほ
か
に
は 、
活
字
と
なっ
た
も
の
の
少

い
の
は
き
び
しい 。
三
重
県
に
入
る
と 、
宮
森
盛一
氏
「三
重
県
名
援
方
言

集」
の
刊
行
が
あっ
た 。
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棄
の
重
鎮 、
株垣
実
氏
が 、
お
隣
大
阪へ
移
ら

れ
た
後
の
京
都で

は 、
奥
村三
雄
氏
の
活
動
が
最
も
目
立
つ 。
「京
都
方
言
の
研

究」
(
京
都
学
芸
大
学
学
報)
は
「方
言
分
布
区
画
の
可
能
性
を
考
え
つ

つ」
と
副
題
さ
れ
る
あ
た
P 、

野
心
のう
か
が
わ
れ
る
も
の。
同
氏
は 、

「対
馬
方
言
の
性
格」
(
国
語
学、
第
十
七
輯)
で 、
さ
き
の
丸
学
会
連
合

対
馬
調
査
参
加
の
収
獲を一不
さ
れ
た
が 、
と
れ
ま
た
「言
語
史
研
究
の一
方

法」
を
提
示
し
た
カ
作 。

和
歌
山
で
は 、
雑
誌
「
和
歌
山
方
言」
の
相
次
ぐ

刊
行が
目ざ
ま
し
い 。

村
内
英一
氏
は 、
「動
作
態
の
表
現」
(
十一
月
号)
に
次い
で 、
「二
段

動
詞
残
存
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て」
(
十二
月
号)
瀞
峡・
北
山
峡を
さ

ぐ
ら

れ
た
与
味あ
る
結
果
を
報
告 。
水
口
清
氏
の
「
山
林
用
語」
(
十一
月

号)
そ
の
他 、
久
世
正
答
氏
「コ
レ
シ
カ
ヨ
イ
由
来
記」
(
十一
月
号) 、
与
田

左
門
氏「
糸
取
唄と
布
織
唄」
(
十
月
号)
な
ど
も
あ
p 、

貴
志
正
浩
氏
の「- .
仰

山』
と
『
非常
に』
孜」
(
十
月
号)
は 、
大
阪
の
前田
勇
氏
と
も
呼
応
ハ
十

二
月
号) 。
大
阪か
ら
は
楳垣
笑
氏
も
「
紀
州ζ
と
ば」を
十、
十一 、
十二
月

と
連
載 。
和
歌
山
在
住
中
研
究
を
重
ね
ら

れ
た
造
詣
の
深
さ
を
示
さ
れ
た 。

前
記
水口
氏
の
「
和
歌
山
県
植
物
方
言
集」
は
特
筆
すべ
き
労
作で 、
秋

田・
淡
路
に
次い
で
の
第
三
作 。
金
国
に
自
の
行
き
わ
たっ
た
内
容
は
価
値

が
玄阿い 。

大
阪
の
前
回
男
氏
が 、
口
頭
に
論
文
に、
当
る
を
幸
い
の
活
印刷 、必
P

は
年

を
逐うて
目
ざ
ま
し
く 、

「
速
母
音
〔曲目〕
の
音
靴
に
つ
い
て」
(
国
語
学、

第
十
入
輯)
は 、
藤
原
与一
・

金
田一
春
彦
両
氏
の
所
説
に
つ
け
て 、
〔阻む

の
変
化
過
程につ
い
て
の氏
の
見
解を
述べ 、
転
靴
の
諸
相
の
「
分
布
図
の

読み
方」
を
示
し
た 。
先
年
の
「母
音
の
無
声
化」
と
言
い 、
会
園
地
図
に

目
を
注
い
で
の
力
作で
あ
る。
「大
阪
の
酒
落
言
葉」
(大
阪
学
芸
大
学
紀

京

言

要
人
文
科
学、
第二
号〉
は 、
同
氏
薬
師問中
の
も
の。

Hq
京
都
の
楳垣
さ
んhu
が
HH

大
阪
の
楳垣
さ
んhu
に
な
ら

れ
て 、
逮
〈
の

も
の
は 、
ま
だ
何と
な
くト
ま
ど
い
を
感ず
る
が 、
さ
し
も
入
面
六
管
の
氏

も 、
大
阪で
は 、
帝
塚
山
学
院
英
文
科
主
任
の
多
忙に
押
し
切
ら

れて 、
雑

誌「近
幾
方
言」
の
鉄
筆
を
ふ
る
わ
れ
る
い
と
ま
も
な
く 、
こ
の
年を
送ら
れ

た 。
思
え
ば 、
楳垣
氏
の
献
身
的
努
力
を
中
心
と
し
た
近
幾
方
言
学
会
は 、

戦
後
方
言
学
界
の
花
形で
あ
り'
「
近
幾」
の
名
は
冠し
て
も
堂々
た
る
全

国
的
存
在
と
し
て 、
学
界
に
多
大
の
寄
与
を
な
し
て
来
た 。
機
関
誌
「
近
幾

方
言」
の
休
刊
に
よ
p 、
そ
の
動
き
が
如
実
に
全
学
界
に
伝わ
ら
な
く
なり

た
の
は 、
さ
び
し
い
限
P
で
あ
る。
し
か
し 、
「東
条
操
先
生一
古
稀
祝
賀
論

文
集」
の
計
画
な
ど 、
同
学
会
の
活
動
は
よ
う
宇
〈

再
開さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る。
新し
い
年
度
の
同
学
会
に
期
待し 、
楳垣
氏
を
は
じ
め 、
会
員
各
位

の
御
健
闘を
祈ろ
う 。

近
幾
か
ら 、
山
陽
路を
岡
山へ
進
む
と 、
虫
卵
吉
治
郎
氏
「岡
山
県
のア

ク
セ
ン
ト・

そ
の一」
(
岡
山
県
方
言
の
研
究 、
第一
輯)
の
刊
行
と
い
う

収
獲が
あワ
た 。
或
は
オ
ー
ト

バ
イで
県
下を
か
け
廻
P 、

或
は
瀬
戸
内
の

小
島
をへ
め
ぐ
り 、

辛
苦
の
末に
成っ
た
著
書だ
け
に、
体
系
的
記
述
も
詳

密 、
殊
に、
甲・
乙
両
種ア
ク
セ
y
ト

の
境
界を
精
級
に
見
き
わ
b
ょ
う
・と

し
た
努
力
は
貴
重で
あ
る。
刊
行さ
れ
る
で
あ
ろ
う

続
篇
に
は 、
一
層
調P

下
げ
た
考
察
が
示
さ
れ
る
も
の
と
期
待さ
れ
る。
本
警
は 、
一
地
方
の
方
言

を
記
述し
た
刊
行
舎と
し
て
は 、
北
の
小
松
代
氏
の
「平
家
方
言
の
研
究」

と
並
ん
で 、
本
年
度
に
お
け
る
収
獲
の
双
墜と
い
うべ
き
で
あ
ろ
う 。

次
の
広
島
か
ら
は 、
河
野
亮
氏
「
広
島
弁
私
考」
(国
語
学、
第
十
八
輯〉

が
送
ら

れ
た 。
と
と
のワ
た
記
述
は
音
韻・
語
法
に
わ
たっ
て 、
克
明
な
観

察
を
反
狭
し
て
い
る。
ほ
か
に‘もベ
テ
ラ
ン
多
士
済々
の
中
国
で 、
研
究
の
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活
溌
な
動
き
は
は
る
か
に
祭
せ
ら

れ
る
が 、
そ
の
割
に
活
字
に
なっ
た
も
の

に
接
す
るζ
と
少
かっ
た
の
は
さ
び
し
かっ
た 。

四
国へ
渡
る
と 、
高
知
の
土
居
重
俊
民
が 、
四
国
きつ
て
の
活
動ぶ
り
を

示
さ
れ
た
が 、
中
で
も 、
高
知
全
県
に
わ
た
る
ア
ク
セ
ジ
ト

踏
査
の
成
果
の

一
環で
あ
る
「
高
知
県
幡
多
郡
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(
国
語
学、
第
十
六
輯)

は
力
作
で
あっ
た 。
愛
媛
県
で
は 、
杉
山
正
世
氏
「
清
南
方
言
区
の
設
定
に

つ
い
て」
(
愛
媛
国
交
研
究 、
第三
号)
が
貴
重
な
収
獲 。
宇
和
島
市
付
近

と
隣
県
幡
多
郡
と
の
方
言
の
類
似
を
綿
密に
検
討
し 、
そ
れ
ら
の
或
る
範
囲

を一
方
言
区
と
し
て
統
合
す
る
と
と
を
提
案
し
た 。
良
心
的
な 、
手
が
た
い

論
考で
あっ
た 。
近
来 、
氏
が
中
心
と
なっ
て 、
と
の
県
の
方
言
研
究
が
着

々
進み
つ
つ
あ
る
の
は
よ
ろ
と
ば
し
い 。

戦
前
か
る
のア
ク
セ
ン
ト

研
究
家 、
山
名
邦
男
氏
は 、
日
本
音
声
学
会
近

幾
支
部
の
中
心
と
な
る
か
た
わ
ら 、
四
国へ
も
足
を
のば
し
て 、
「四
国
方

言
の
ア
ク
セ
ン
ト

(そ
の一
・

そ
のこ)」
(音
声
学
会
会
報 、
第
剖・
部

号〉
を
執
筆 、
各
地ア
ク
セ
ン
ト

の
動
向
を
報
告さ
れ
た 。

九
州
で
は 、
従
来
研
究
の
少
かっ
た
佐
賀
県
で 、
小
野
志
真
男
氏
の
「
佐

賀
県
方
言
区
画
綬
説」
(
佐
賀
大
学
研
究
論
文
集 、
第
四
集)
が
出
て 、
県

下・
の
全
貌
をつ
か
み
得
る
ま
で
に
なっ
た
の
が
大
き
な
収
獲だっ
た 。
北
端

福
岡
か
ら
は 、
加
来
敬一
氏
「
福
岡
県
方
言
の
語
象に
つ
い
て」
(
北
九
州

国
文 、
三
月
号)
が
出 、
対
し
て
南
端
鹿
児
島に
は
上
村
孝
二
氏
「
鹿
児
島

県
不
の
表
現
語
法
覚
書」
(
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
記
要 、
第
三
号)
が
あ

っ
た 。熊

本
か
ら

大
阪へ
移
ら

れ
た
原
因
芳
起
氏
は 、
「九
州
方
言
に
現
わ
れ
た

弱
母
音
化
通
則」
(音
声
学
会
会
報 、
第
回
号〉
を
も
の
す
る
な
ど 、

九
州

時
代
の
考
察
の
成
田木
を 、
次々
と
ま
と
め
は
じ
必
て
お
ら

れ
る。

ざっ
と

見
渡
し
た
と
と
ろ
で 、
地
方
に
お
け
る
研
究
の
動
向
を
整

理す
る
な
ら
ば 、
戦
後
十
年、
ζ
の
間
活
動
を
つ
づ
け
て
来
た
諸

家
の
労
作
が 、
ょ
う
中
〈 、

活
字
||

特
に
単
行
本
と
なっ
て
笑
を
結
び
は

じ
め
て
い
る
と
と
が
注
目さ
れ
る。
し
か
も 、
単
な
る
語
集
集
で
は
な
〈

で 、
語
法・
音
韻
ll

特に
ア
ク
セ
ン
ト
lーーにつ

い
て
の
体
系
的
な
記
述

に、
す
F、、

れ
た
も
の
が
見
えて
い
る
の
は 、
戦
後
の
方
言
研
究
の
主
流的
傾

向
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う 。

こ
う
し
て
各
地
のベ
テ
ラ
ン
が
考
察
の
整
理と
記
述
に
沈
潜
す
る一
方 、

各
地に
新
し
い
研
究
団
体
誕
生
の
報
も

次k
k
聞
か
れ 、
新
進
研
究
家
の
活

躍に
よ
p 、

着々
新
生
面
が
開
拓
さ
れ
て
行ワ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が 、
惜

し
む
ら
く
は 、
そ
れ
ら
の
多〈
が 、
中
央ゃ 、
他
地方
に
ま
で
知
ら

れ
な
い

と
と
で
あ
る。
ち
な
み
に、
国
語
学
会
を
通
じ
て
の
発
表一
つ
を
とっ
て
み

て
も 、
昭
和
廿
六
年に
は 、
機
関
誌
発
表
八
線 、
研
究
会
発
表
八
人で
あっ

た
の
が 、
近
来
は
bっ
き
p

hグ〈
なっ
て 、
半
減に
近
い o
hグ
く
と
も
表
面

的
に
は 、
一
種
の
沈
滞
期で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
は
さ
び

し
い 。各

地
にi
お
け
る
研
究
を
促
進
す
る
と
と
も
に、
そ
れ
ら

相互
の、
ま
た
地

方
と
中
央
と
の
交
流
を
ほ
か
P 、

研
究
の
成
果
を
中
央
の
学
界へ
反
映さ
せ

る
こ
と
は 、
国
語
学
会
と
し
て
も
カ
をつ
く

すこ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろう

か 。
各
地に
国
語
学
会
支
部
の
設
置
を
促
進
す
るこ
と
も一
つ
の
よ
す
が
と

な
ろ
う 。

以

上

3 
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に
帰っ
て 、
研
究
機
関苧
研
究
家
の
活
到
を
眺
め 、
ま
た
雑
誌・

放
送
な
ど
の
動
き
を
か
え
り
み
よ
う 。

日
本に
お
け
る
方
言
研
究
の
キ
l・
兄
テ
1
シ
ョ

ン
と
なっ
た
観
の
あ
る

国
立
国
語
研
究
所
地
方
言
語
研
究
室
で
は 、
前
年
か
ら
ひ
きつ
づ
き
「
敬
語

の
社
会
心
理
学
的
研
究」
を
進
め
た
が 、
年
度
末
の三
月を
以
て 、
岡
崎
市

へ
の
臨
地
調
査
を一
応
完
了
し
た 。
ま
た一
方 、
同
研
究
室
が
全
国
四
十
七

名
の
地
方
調
査
員
に
委
託
し
て
の
実
態
調
査
も
年K
成
果
を
あ
げ
て
い
る

が 、
廿
九
年
度
の
調
査
課
題
は
「
各
県
の
方
言
概
観
の
た
め
の
調
査」
で
あ

っ
た 。
い
ず
れ
ま
と
め
ら
れ
て 、
刊
行さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が 、
各
国味
方
言
の

記
述
的
研
究
と
し
て
今
日
の
水
準
を
正
し
〈
反
映
す
る
も
の
と
な
ろ
う 。

国
語
研
究
所
の
活
動
と
と
も
に、
戦
後
の
方
言
研
究
に
特
色
を一示
す
も
の

と
し
て 、
言
語
学
と
隣
接
諸
学
ζ
の
提
携に
よ
る
共
同
研
究が
あ
る。
九
学

会
連
合
廿
九
年
度
大
会
で
は 、
日
本
言
語
学
会
か
ら 、
柴田
武
氏
が
共
同
調

査
「
能
登」
の一
環
と
し
て
「
能
登
方
言
の
分
布」
を 、
岩
井
隆
盛
氏
が
共

同
課
題
「
移
住」
に
答
え
る
も
の
と
し
て
「言
語
の
特
徴と
集
団
の
出
自」

を 、
そ
れ
ぞ
れ
発
表さ
れ 、
ま
た 、
金
田一
春
彦
氏
の
「
能
登
の
言
語」

も 、
発
表
後一
年
を
経
て
活
字
と
な
っ
た
(
九
学
会
年
報
「
人
類
科
学」

U
V
同
連
合
で
は 、
三
十
年
度か
ら

奄
美
大
島
の
共
同
調
査
に
着
手
す
る

と
と
を
決
定 、
言
語
学
会
か
ら
服
部
四
郎
博
士
ほ
か
の
参
加が
伝
え
ら
れ

た 。
つ
と
に
誇
学
界
が
着
目し
な
が
ら 、

諸
般
の
情
勢
か
ら

今日
ま
で
実
現

で
き
な
かっ
た
向
島
の
実
態
調
査
は 、
方
言
学
界に
も
大
き
な
収
獲を
も
た

ら
す
で
あ
ろ
う
ζ
と 、
期
し
て
待つべ
き
も
の
が
あ
る。

更
に
南
の
琉
球
に
対
し
て
も 、
か
ね
て
学
界
諸
方
面
の
関
心が
向
け
ら
れ

てFい
る
が 、
宮
良
当
壮
博
士
の
日
本
方
言
研
究
所
で
は 、
乙
の
年
も
琉
球
語

講
座が
つ
づ
け
ら
れ
た 。
な
お 、
宮
良
博
士
に
は
「風
土
と
言
葉」
(民
俗

中

央

民
芸
双
書)
の
著
作
が
あっ
た 。

年 、
中
央
誇
研
究
家
の
論
文で
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

に
関
す
る
も
の

こ

の

が
圧
倒
的で
あっ
た 。
中
に
つ
き 、
服
部
四
郎
博
士が 、
「
国
語

研
究」
(
国
学
院
大
学
国
語
研
究
会
発
行・
第二
号)
に
執
筆
さ
れ
た
「
音

韻
論か
ら

見
た
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

は 、
さ
き
に
博
士が
国
学
院
大
学

国
語
研
究
会
で
講
演
さ
れ
た
内
容
に、
更
に
補
訂
を
加
え
活
字
化
さ
れ
た
も

の。
ア
ク
セ
ン
ト

研
究に
お
け
る
音
声
学
的
立
場
と

音
韻
論
的
立
場と
の
峻

別
を
説
き 、
音
韻
論
的
立
場か
ら
す
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
体
系
的
把
握に
新
し

い
見
解
を
示
さ
れ
た 。
乙
の
論
文
の
描
く

波
紋
は
誇
方
面に
及
ん
だが 、
特

に
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
記
述
研
究に
対
し
て
は 、
今
後
と
も一示
唆
影
響す

る
と
と
ろ
大
き
い
も
の
が
あ
ろ
う 。

や
や
お
く

れ
て 、
金
田一
春
彦
氏
「東
西
ア
ク
セ
ン
ト

の
ち
が
い
が
で
き

る
ま
で」
ハ
文
学、
八
月
号〉
が
出
た 。
同
趣
旨
の
内
容
は 、
廿
六
年
の
国

語
学
会
で
同
氏
に
よワ
て
公
開
講
演
さ
れ 、
当
時
す
で
に
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
も
の。
服
部
博
士
の
八
原
始
日
本
語
ア
ク
セ
y
ト

〉
説以
来 、
絶
え
て

現
れ
な
かっ
た 、
甲・
乙
両
種ア
ク
セ
ン
ト

の
関
係に
つ
い
て
の
仮
説
も
提

出
し
た
野
心
作
で 、
解
決
の
カ
ギ
を
能
登
半
島
諸
方一言
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
求

め 、
〈乙
種ア
ク
セ
ン
ト

は
甲
種ア
ク
セ
ン
ト

が
変
化
し
て
出
来
た
〉と
す

る
が 、
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
研
究・
ア
ク
セ
ン
ト

史
の
研
究に一
時
期
を
画

す
る
論
述
で
あヮ
た 。

方
言
ア
ク
セ
シ
ト

の
記
述
的
研
究
に
は 、
全
国
踏
査
を
絶
え
ずつ
づ
け
て

お
ら

れ
る
平
山
輝
男
氏
の
「
福
井
県
嶺
北
方
言
の
音
調
と
そ
の
境
界
線
(
そ

の
2・
そ
の
3)」

(音
声
学
会
会
報 、
制・
出
号)
が
あ
る。
精
細
な
臨
地

調
査
に
よ
p 、

十
三
年
前
の
同
氏
の
調
査
結
果
と
比
較
考
察
さ
れ
た
が 、
ア

ク
セ
ン
ト

の
複
雑
な
分
布
と
微
妙
な
推
移
と
を
示
し
て 、
そ
の
実
態
把
握が
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待
望
さ
れ
て
い
た
民
地
方
方
言
で
あ
る
だ
け
に、
貴
重
な
記
述
で
あ
るか
ま

た 、
平
山
氏
は 、
東
京
都立
大
学方
言
研
究
会
を
指
導
し 、
新
進
研
究
家
を

育
成
さ
れ
る
と
と
もに、
各
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
の
啓
発
活
動
に
も
カ
を

つ
く
さ
れ
た 。
右
研
究
会
の
会
員
島田
健
氏
に
は 、
諾
地
方
臨
地
の
成
果
の

一
っ
と
し
て
「方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の一
型
化
の
傾
向」
ハ音
声
学
会
会
報 、

回
号)
の
執
筆が
あワ
た 。

国
語
研
究
所
に
あっ
て
地
方
言
語
の
研
究
を
主
宰
す
る
か
た
わ
ら 、

全
国

各
地
方
言
の
調
査
宇
記
述
に
精
力
的
な
活
躍
ぷ
P
を
示
し
て
お
ら
れ
る
柴田

武
氏
は 、
「山
形
県
小
国
町
方
言
の
音
韻
と
ア
ク
セ
ン
ト」

(
国
語
国
交 、

十一
月
号)
を
も
の
さ
れ
た 。
特に
ア
クセ
ン
ト

に
つ
い
て
は
ア
ク
セ
ン
ト

核
の
あ
P
か
に
つ
い
て
の
氏
独
自
の
見
方
が
う
か
が
わ
れ
た
が 、
や
が
て 、

全
国
諸
方
言
のア
ク
セ
ン
ト

に
対
し
て
新
し
い
見
方
が
展
開
さ
れ
る
と
と
を

も
予
想さ
せ 、
反
響が
期
待さ
れ
る 。

音
韻・
ア
ク
セ
ン
ト

の
記
述・
考
察
が
進
む
の
に
く
らべ 、

語
棄に
新
味

の
あ
る
研
究が
と
ほ
し
い
中
に
あっ
て 、
長
尾
勇
氏
「
地
蜘
株
考」
ハ
国
語

学、
第
十
九
輯)
は
出
色
で
あワ
た 。
手
広い
調
査
に
も
と
づ
く 、
キ
メ
細

か
な
言
語
地
理
学
的
考
究
は 、
年
来
さ
か
ん
な 、
周
劇
論
適
用へ
の
批
判
的

考
察
と
関
連
し
て
興
味を
呼
ん
だ 。

誌
の
中
で 、
国
語
学
会
機
関
誌
「
国
語
学」 、
日
本
音
声
学
会
機

諸

雑

関
誌
「
音
声
学会
会
報」
等が 、
例
年
通
P 、

方
言
に
関
す
る
諸

論
考
を
掲
載
し
た
と
と
は 、
と
れ
ま
で
記
述
し
て
来
た
通
り

で
あ
るが 、
雑

誌
「
解
釈
左
鑑
賞」
六
月
号
が
「方
言
の
日
本
地
図」
を
特
集
し
た
の
は 、

こ
の
雑
誌に
は
珍
し
い
蒼
白
で
あっ
た 。
東
条
操
氏
の
「
国
語
に
お
け
る
方

言
の
位置」
を
巻
頭
に、
「方
言
の
変
遷
と
そ
の
背
景」
(
江
湖
山
恒
明)

「方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」

ハ
平
山
輝
男)
「
方
言
文
法」
ハ
都
竹
通
年
雄〉

「生
き
て
い
る
方
言・
死
ん
だ
方
言」
ハ
山
崎
久
之U
「方言
文
学」
ハ大

野
茂
男)
「方
言
区
画
論」
ハ
大
岩
正
仲)
「方
言
研
究
の
展
開」
(日
野

資
純)
等が
庁

総
説
第zd
と
も
い
うべ
き
内
容
で
あっ
た
が 、・
項
目
の
選
定

に
な
お一
工
夫
あっ
て
も
よ
かっ
た 。
グ

各
説
篇58
と
い
うべ
き
「方
言
の

実
態」
は 、
東
北・
北
海
道
ハ
芳
賀
緩)
関
東
ハ中
沢
政
雄)
中
部
(
大田
栄

太
郎)
近
幾
ハ
楳垣
実)
中
国
ハ虫
明
吉
治
郎)
四
国
ハ土
居
重
俊)
九
州

(土田
町
義
雄〉
南
島
ハ
宮
良
当
壮)
と
い
う

分
担
で
あっ
た
が 、
地
方
に
よ

っ
て
資
斜に
新
旧
の
差が
あ
り 、

十
分
今
日
の
水
準
を
示
し
た
も
の
と
は
い

え
な
かっ
た
の
は 、
啓
蒙
誌
の
性
質
上 、
や
む
を
得ぬ
ζ
と
だっ
た
か
も
し

れ
な
い 。

「言
語
生
活」
が
「こ
と
ば
風
土
記」
を
は
じ
め
方
言
に
関
す
る
記
事
を

毎
号
の
せ
た
と
と
は
例に
変
ら
ず 、
そ
の
六
月
号
は 、
京
阪
語
の
問
題
を
め

ぐっ
て 、
興
味あ
る
特
集で
あっ
た 。
そ
の
ほ
か
で
は 、
「日
本
民
俗
学」

「民
間
伝
承」
誌
の
方
言
に
対
す
る
関
心
も
常
に
変
ら
ず 、
「N
H
K
放
送

文
化」
〈七
月
号)
が
「九
州
方
言
あ
れと
れ」
を
特
集 、
「知
性」
が 、

お
く
だ・
宇
ず
お
氏
「
東
北
のコ
ト

パ」
を
連
載
し
た
の
は
異
色で
あ
っ

た 。教
育
関
係
誌で
は 、
近
藤
国一
氏
の
「標
準
語
教
育
に
関
す
る
質
問
書」

ハ「実
践
国
語」
二
月
号)
が
口
火
と
なワ
て 、
同
誌
六
月
号
は 、
右言
と

標

準
語
教
育
の
問
題
を
め
ぐっ
て 、
広〈
諸
学
者
の
意
見
を
求
め 、
特
集
を
行

なっ
た 。
同
誌
のほ
か
で
は
「カ
リ
キュ
ラ
ム」
「国
語
教
室」
な
ど
が
方

言へ
の
関
心
を
示
し
た 。

放
送で
は 、
N
H
K
放
送
記
念
日
特
集
番
組
の一
つ 、
十一一冗
放
送
「ζ

と
ば
風
土
記」
が
に
ぎや
か
だっ
た 。
司
会
は
金
国一
春
彦
氏
と

青
木
ア
ナ

のヨ
y
ピ
よ
ろ
し
く 、

全
国
十一
ケ
所
の
ナ
マ
の
方一言
を
紹
介 、
鹿
児
島
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(上
村
孝二〉
熊
本
ハ
秋
山
正
次)
高
知
(土
居
重
俊)
広
島
(
藤
原
与

一)
松
江
ハ
広
戸
惇)
大
阪
(
楳垣
実)
名
古
屋
(芥
子
川
律
治)
金
沢

(岩
井
隆
盛)
東
京
(金
田一
春
彦〉
仙
台
(佐
藤
喜
代
治)
札
幌
ハ
石
垣

福
雄)
と 、
各
地
のベ
テ
ラ
ン
が
解
説に
当っ
た 。

し
て 、
中
央
で
の
動
向
を
見
渡せ
ば 、
「全
国
方
言
辞
典」
に
つ

づ
く
「日
本
方
言
学」・「
分
類
方
言
辞
典」
の
完
成に
よっ
て 、

方
言
研
究は 、
ζ
れ
ま
で
の
進
路
に
大
き
な
し
め
く
く
り
を
つ
け 、
現に
立

つ
水
準
を
鮮
明に
し
た 。
国
語
学
会
十
周
年は 、
方
言
学
界に
とっ
て
も
大

き
なエ
ポ
ッ
ク
と
な
p 、
と
ζ
に一
つ
の
頂
点は一不
さ
れ
た 。
と
同
時
に 、

新
し
い
歩
み
は
次
第
に
は
じ
必
ら

れつ
つ
あ
る。
前
年に
お
い
て 、
服
部
博

士
の
「方
言
研
究
私
見」
を
は
じ
め 、
幾つ
か
の
論
考
に
よ
ワ
て一不
さ
れ
た

理
論的
反
省へ
の
方
向は 、
と
の
年に
入っ
て 、
前
記し
た
服
部 、
金
田一

・
柴
田
氏
等
の
諾
論
文に
も一不
さ
れ
て 、
一
段
と
押
し
進
め
ら

れ
た 。
年
末

か
ら

三
十
年
初
頭へ
か
け
て 、
日
本
言
語
学
会
東
京
例
会
が 、
金
田一 、
平

山
氏
等
を
中
心
に
「方
言
境
界
線」
の
問
題
を
砂
ぐっ
て
討
論
を
重
ね
た
の

も 、
ζ
の
流
れ
に
沿う
も
の
で
あ
ろ
う 。
こ
れ
ら
の
動
き
の
中
か
ら 、

新
し

い
理
論・
方
法
が
樹
立
さ
れ
る
な
ら
ば 、
東
条
教
授
が
古
稀
の
貿に
当
ηJ

「
東
条
方
言
学を
超
え
た
研
究
を」
と

教
え
ら

れ
た
と
と
ろ
に
も
副
う
も

の 、
方
言
研
究
の
前
途
は
更
に
明
るい
で
あ
ろう 。

-|
東
京
大
学
大
学
院
学
生
||

こ
・
つ




